








































































































































































は， シェリングによれば既に古代人によって 「世界霊」 Weltseeleという
名称で暗示されていたものなのである。古代の自然哲学者が自然というプ
ロテウス的本質として考えたエーテルを， シェリングは 「自然の共通の












































































いる『ドイツ観念論最古の体系計画』（1796年又は1797年） Das iilteste 































































































を「自然の寵児」 Glinstlingder Natur (K. d. U., § 47, §49）と呼ん
だ。カントにおいても「美なる芸術に対する天分は白然によって与えられ






「主観の内なる自然」 Naturim Subjekte ( K. d. U., § 46）又は「主観の自





























カントの美的意味における「精神」（K.d. U., § 49）と対応するものが，
シェリングの「芸術における詩情」 Poesiein der Kunst （皿， 618）であ
る。カントの「精神」とは元来， 「人間に，その誕生に際して付与された
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